
 

令 和 ５ 年 ３ 月 ３１ 日 

中部地方整備局 飯田国道事務所 

 
 
 
 

 

事 業 名：国道１５３号 飯田
い い だ

南
みなみ

バイパス 

事業区間：長野
な が の

県飯田
い い だ

市竹
たけ

佐
さ

～長野
な が の

県飯田
い い だ

市北方
きたがた

（延長 4.5km） 

 
１．事業概要 

長野
な が の

県飯田
い い だ

市竹
たけ

佐
さ

から長野
な が の

県飯田
い い だ

市北方
きたがた

に至る延長４．５ｋｍのバイパスです。（別紙１のとおり） 

 

２．令和５年度事業費 

0.5 億円 

(令和５年度は調査設計を推進） 

 

３．整備効果 

別紙２のとおり 

 

 

 

 

 

 

 

（参考）「令和５年度中部地方整備局関係予算の概要」 

URL：https://www.cbr.mlit.go.jp/guidance/yosan/R5.htm 

４．お問い合わせ先 

国土交通省 中部地方整備局 飯田国道事務所 

副所長 市川 英敏 （いちかわ ひでとし） 

計画課長 稲本 恵一 （いなもと けいいち） 

TEL ０２６５－５３－７２００ （代表） 

メールアドレス cbr-ch-densi@mlit.go.jp 

ホームページ https://www.cbr.mlit.go.jp/iikoku/ 
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記者発表資料 配付先 

  長野県会見場、 

  飯田市役所記者クラブ 



■道路諸元

別紙１

国道１５３号 飯田南バイパス
い い だ み な み
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■断面図（単位：ｍ）

事業化区間 飯田市竹佐～飯田市北方
延長 ４．５km

構造規格 ３種２級
車線数 完成４車線
設計速度 ６０km/h

■位置図
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■混雑緩和による交通の円滑化

■交通安全の確保

■物流・観光振興の支援

➢現道153号から飯田南バイパスへ交通が転換することにより、現道153号の混雑の緩和。

➢交通混雑を原因とする交通事故の減少が図られるとともに、交通量が減少することから歩行者の安全性

も向上。

➢移動時間の短縮により、リニア駅を中心とした道路網のアクセス強化を図り、物流、観光振興を支援。

リニア長野県駅
（仮称） 昼神温泉

出典：ITARDA事故統合DB（H29～R2）
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【整備後】未開通区間（飯田南バイパス）は
規制速度60km/hとして算出
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【現 況】 ITARDA事故統合DB（H29～R2）

【整備後】人身事故算定式に基づき算出
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山本小学校北交差点-飯田IC西交差点区間

別紙２
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